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県職員を目指した理由

元々、地元が好きで漠然と県内で
就職したいと考えていたところ、東
日本大震災を経験し、大好きな福島
県を以前の姿に戻したい、復興に携
わりたいと考え志望いたしました。

福島の美しい自然環境を次世代につなぐ

現在、私は猪苗代湖の水環境保全に関する業務を担当しています。福島県
のシンボルである猪苗代湖は、かつて水質日本一を誇るきれいな湖でしたが、
近年は水質悪化が危ぶまれています。有識者の方や地元の環境保全団体の方々
と「美しい水環境の復活」という目標に向かって一丸となって取り組むことに
やりがいを感じています。
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#自炊

#コンビニスイーツ

#映画鑑賞#運動

・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

Ｈ２６～ 生活環境部 水・大気環境課
Ｈ２８～ 環境創造センター 調査･分析部

Ｈ３１～ 会津地方振興局 県民環境部
Ｒ５～ 生活環境部 水・大気環境課

［職歴］

休日は日帰りで県内の観光地巡
りをしています。四季折々の美し
い自然に触れてリフレッシュして
います。

普段は出来るだけ自炊するよう心
がけています。節約にもなるため職
場にもお弁当を持参しています。



化学職の面白いところ

化学職と聞くと、分析や研究のイ
メージが強いかと思いますが、実際は
環境調査だけでなく、環境法令に基づ
く許認可業務や環境啓発のイベント運
営など、幅広い業務を経験することが
できます。いろいろな角度から福島県
の環境を保全し発展させることに携わ
れる唯一無二の職業だと思います。

福島県職員として、実現したいこと・目標としていること

環境保全は社会とって不可欠のもの
ですが、対策を行う事業者にとっては
コストが掛かり利益を生みづらい部門
であるため、時には協力や理解を得る
ことが難しい場合があります。
事業者や地域の人、全ての方にその
必要性が理解され、美しい福島の自然
を次世代に継承することはもちろん、
より良いものにできるよう、県職員と
して一翼を担いたいと考えています。

とある一日のスケジュール

（令和６年３月現在）
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・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

8:30
メール確認
出張の準備

9:00 移動（公用車の運転）

10:30
現地確認
地元環境保全団体の方
と打合せ

12:00 昼休み

13:00
業務委託先の業者と
打合せ

14:00 移動（公用車の運転）

15:30
メール確認
出張業務の報告書
（復命書）の作成

17:15 終業

受験者へメッセージ
業務内容が多岐にわたり、それぞれで専門的な知識を求められるため、

大変だと感じることがあるかもしれませんが、心強い先輩方に支えられ
ながら、日々、自分の成長を感じることができると思います。皆さんと
一緒に働ける日を楽しみにしています。


